
［居住誘導区域］居住を誘導し人口密度を維持するエリア
・駅やバス停等を中心に区域を設定するイメージ
・下記目的で居住誘導区域外に住宅を建築する場合は届出が必要となる
①３戸以上の住宅の建築目的の開発行為
②１戸又は２戸の住宅の建築の開発行為で、その規模が1,000㎡以上のもの
③住宅以外の人の居住の用に供する建築物 など

（例：寄宿舎や有料老人ホーム等）

立地適正化計画について

［都市機能誘導区域］生活サービスを誘導するエリアと誘導施設を設定

・居住誘導区域内において設定するもので、医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心
拠点や生活拠点に誘導することにより、各種サービスの効率的な提供が図られる
・下記の目的で都市機能誘導区域外で誘導施設を建設する場合は届出が必要となる
①誘導施設を有する建築物を新築しようとする場合
②建築物を改築し誘導施設を有する建築物とする場合
③建築物の用途を変更し誘導施設を有する建築物とする場合 など

【誘導施設のイメージ】
本庁舎、銀行、総合福祉センター、商業施設、病院、文化ホール、図書館など

［評価指標の設定（KPI）］［評価指標の検証にあたっての分析例（レーダーチャート）］

都市計画区域

市街化区域の一部

市街化区域の更に一部

誘導施設

住宅

・立地適正化計画は、おおむね５年ごとの調査、分析及び評価が求められている

［防災指針の検討］
・災害リスクを踏まえた課題を抽出し、都市の防災に関する機能の確保のため、
防災指針を定める
・特に居住誘導区域・都市機能誘導区域における防災対策・安全確保策の
取組方針と、それに基づく具体的な取組を記載

※出典：国土交通省都市局 都市構造の評価に関するハンドブック
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作業項目 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和７年度（１年目）

　　○　都市構造上の課題分析・評価

　　○　市⺠アンケート調査

　　○　関係団体ヒアリング 　

　　○　都市の⾻格構造と誘導方針等の検討

　　○　都市計画審議会

　令和８年度（２年目）

　　○　居住誘導区域の設定

　　○　都市機能誘導区域の設定

　　○　防災指針の検討

　　○　KPIの検討

　　○　立地適正化計画（案）作成

　　○　パブリックコメント

　　○　住⺠説明会

　　○　都市計画審議会

立地適正化計画の策定について

令和７年度（１年目）
１ 関連計画及び他部局の施策等に関する整理
２ 都市の現状及び将来⾒通しにおける

都市構造上の課題分析・評価

３ 市⺠アンケート調査
４ まちづくり方針の検討
５ ⽬指すべき都市の⾻格構造と誘導⽅針の検討

６ 誘導区域の検討
①都市機能誘導区域・誘導施設の検討
②居住誘導区域の検討

７ 都市計画審議会

令和８年度（２年目）
１ 都市の現状及び将来⾒通しにおける

都市構造上の課題分析・評価（更新）
２ 誘導区域の設定

３ 誘導施策の検討
４ 防災指針の検討

①災害リスク分析・防災・減災まちづくり

に向けた課題抽出
②防災まちづくりの将来像、取組方針検討
③具体的な取組、スケジュール検討

５ 施策の達成状況に関する評価指標(KPI)の検討
６ ⽴地適正化計画（案）作成
７ パブリックコメント

８ 住⺠説明会
９ 都市計画審議会

【年度別作業内容】【策定フロー】※出典：国土交通省 立地適正化計画策定の手引き

関連する計画や他部局の関係施策等の整理

居住誘導区域の検討

都市機能誘導区域・誘導施設の検討

誘導施策の検討

定量的な目標値等の検討

立地適正化計画（案）の作成

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ・公聴会・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等による
・住⺠意見の聴取
・都市計画審議会の意見聴取

立地適正化計画の公表

都市の位置づけの把握及び都市が抱える課題の分析

立地の適正化に関する基本的な方針の検討

防災指針の
検討

【策定スケジュール】

立適（原案） 立適（案） 立適（正案）

R7の報告立適の策定
について
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